
東北農業研究 (Tohoku Agrlc.Res)56, 251-252(2003)

鉢物用カ ンパニユラの春出 し栽培 における加温電照処理の開花促進効果
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Effect of Heating and Liguling Treatment on nowerlng of Pot Cul● lre oF C`"“
“
″a spp For Spring Scasm Produclon

Kazuya SASAKl and SelJi NACANE

(AonloH Prefecmrd AgHculmre and Foresty Rcseath Center Omatnentaに Expenment stalon)

1 は じ め に

青森県の平成 13年度の鉢物類の作付面積は 9 5ha,

生産額は 9億 8千万円で,花き全体のそれぞれ 95%,

282%と ,少ない面積で大きな生産額を上げている。

中でもサクラソウとシクラメンは主要品目の 3位,6

位と上位に位置しているが,価格の低迷等により他産

地と競合しない新規の特色ある鉢物品目が求められて

いる。

本研究では,新規の鉢物品目を開発することを目的

に,夏に冷涼で乾燥する気候を好み,本県に適する品

目として考えられる鉢物用カンパニユラの春出し栽培

における加温電照処理の開花促進効果を検討した。

2試 験 方 法
試験は平成 13年から 14年にかけて,青森県農林総

合研究センターフラワーセンター 21あ おもり内のガ

ラス温室で行つた。

(1)耕種概要

播種は平成 13年 1月 12日 に行い,最低温度 16℃

で育苗した。5月 8日 にポリポット3号に鉢上げした

後,6月 12日 にポリポット35号へ鉢替えした (マ ジ

オブルーのみ 45号 )。 用土は黒土 :ビー トモス :十

和田砂 :も み殻 :く ん炭を 2:4:3:1の割合 (")
で混合したものを用いた。施肥量は元肥 N:RO`:隆0

を 420:3ω :420mg(用上 lL当 たり)と し,追肥N:

P20,:KOを 225:225:225mg(鉢 当たり)と した。鉢

上げ後の最低温度は,処理を開始するまで 5°Cと した。

開花促進のための加温電照処理は,最低温度 15°Cと

暗期中断の 4時間電照 (22:∞ ～ 2∞ )を組み合わせ

て行つた。

0試験区の構成
1)供 試 品種 :ジューンベル (C rragお ),ブルー

スター (C cαψ麟″),ブルーユニ

ホーム (C carF“レ), トツプスタ

―プルー (C れりり睦),マ ジオブ

ルー (C″轟 椰),ビクシープルー

(C ωあ″
=口=a),ビ

クシーホワ

イト (C励 ル″i"rla)
2)試 験 区 :12月 処理開始 (12月 28日～),

1月処理開始 (1月 25日 ～),2月

処理開始 (2月 22日 ～),3月処理

開始 (3月 22日～),無処理 (最低

温度 5℃ )

3)区制・面積 :3区制, 1区 5～ 7株 (但 し,ブル

ースターは 2槻区,ブルーユニホ
ーム3槻区)

o調査方法
マジオブルーを除く6品種は,処理を開始する前の

6月 から 7月 にかけて開花した。これらの株を 9月 に

用土から 2～ 3crnの 位置で刈 り込んだ。処理は開始

日から全て開花するまで継続した。

調査は 12月 28日 から 4週間 (28日 )間隔で開花

するまで行つた。株当たり3輪以上の開花が認められ

た時をもつて開花とした。開花が認められたものは株

張り (株の最も広い幅)と花高 (鉢土表面から花弁先

端までの高さ)を測定した。

3試験結果及び考察

(1)開花時期と開花率

ジューンベルは最低温度 5°Cで維持した無処理区に

おいて 7月 に開花した (表 1)。 一方,加温と電照を

行うと開花は 4月 に早まり,3か月間の促成効果が認

められた。ブルースターとブルーユニホームの無処理

区は 7～ 8月 に開花したが,加温と電照を行うと開花

は 3月 に早まり,4～ 5か月間の促成効果が認められ

た。トップスタープルーの無処理区は 8月 に開花した

が,加温と電照を行うと開花は 3～ 4月 に早まり,4
～ 5か月間の促成効果が認められた。マジオブルーの

無処理区は 5月 に開花したが,加温と電照を行うと開
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花は 3月に早まり,2か月間の促成効果が認められた。

ビクシープルーとビクシーホワイトの無処理区は 7月

に開花した。加温と電照を行うとそれらの開花は 2～

3月 に早まり,4～ 5か月間の促成効果が認められた。

(2)鉢物品質

1)開花時の株張り

ジユーンベルの株張りは 12月 と 1月 に処理を開始

した区で小さく,2月 以降に処理を開始した区と無処
理区で大きかった (表 2)。 ブルースターでは処理区

及び無処理区の間で顕著な差異はなかった。しかし,

同種のプルーユニホームでは 3月に処理を開始した区

で小さく,2月 に処理を開始した区で大きかつた。 ト
ツプスタープルーでは処理区及び無処理区の間で顕著

な差異はなかった。マジオブルーでは 2月 に処理を開

始した区で大きく,その他の区では差異は認められな

かつた。ビクシープルーとビクシーホワイトでは処理

区及び無処理区の間で顕著な差異はなかった。

2)開花時の花高

ジユーンベルの花高は無処理区て低く,1月 と 2月
に処理開始した区で高かった (表 3)。 ブルースター

表 1 加温電照処理と開花率 (%)

とプルーユニホームでは処理区及び無処理区の間に顕

著な差異はなかった。 トップスタープルーでは無処理

区で低く,12月 と 1月 に処理を開始した区で高かっ

た。マジオブルーでは 12月 に処理を開始した区で低

く,2月以降に処理を開始した区と無処理区で高かつ
た。ビクシープルーでは無処理区で低く,2月 に処理

を開始した区で高かつた。同様にビクシーホヮィトで

も無処理区で低 く,1月 以降に処理開始した区で高か
った。

4 ま

鉢物用カンパニュラにおいて冬期間に加温 (最低温

度 15℃ )と電照 (深夜 4時間の暗期光中断)の処理

を行うと,開花期が早まることが明らかとなった。そ

の効果は品種によって異なり,12月 の処理開始では

開花期が 2か月から5か月早まつた。処理開始時期と

品種を組み合わせることにより,鉢物用カンパニュラ

を 2月 から8月 まで長期出荷することができるものと

推察された。なお,開花時の株張りを見ると品種間差

異はあるものの,全般に 2月 の処理開始によって株張

りが優れる傾向にあった。

表 2 開花時の株張り (cm)

め

繭査時瘍と開花報 %) 力,E置照開始時期
無処理 分散分析品 種 名  処理の有無

12● 品 種 名
125   2/22

12月 処理  0 0 0 0100
ジューン

～
レ  1月 処理   - 0 0 o 29 1oo
2月 処理   ―  -  0  0  0 101
3月 処理  ― ―  - O o 01∞

ジューンベ′レ   272c
プルースター   220
カ レーユニホーム 39 ab
トップスターブルー 313
マジオカ レー   35o b
ピクシープルー  286
ピクシーホフイト  299

340 b   53, a

310     324

30Ю      321

353 ab  37 1

201      178

204 b   208

324     280

377 b   392

314     286

345     296

御

“

狗

知

“
　
　
　
お

３‐

，

”

３３

ab     '

b     ●●
緊処理   0 0 0 0 0 o o 50 101

カ レーユニホーム 1月 処理   - 0 0 11 1∞
独 理  ― ― 。 。 1∞
3月 連  ― ― -O o loo
無処理   0 0 0 0 0 0 0 23 85 1∞
12月 烈理  0 0 0 ∞ 1∞

トップスターカ レー 1月 処理   - O  O  0 87 101
2月 処理   ―  -  0  0  0 100
0月 処理  ― ― - 0 0 0 83 2 100

12月 処理   0  0  0 1∞
ブルースター  1月 処理   - 0 0 67 101

劾 処理   ―  - 0 0 83

0 0 0 1∞
-  0  0 80
-  -  0  0
-― ― o

0    0   ∞  100

- O Ol∞
―  -  0  0
-― -0

12月 処理  0 0 831∞
ピク/ ホフイト  1月 タユ理   -  0  0 100

2月 タユ理   一  -  0  0
3月 処理  ― ― - 0

注 り分散分析の結果は,・ ;5%危険率,¨ ;1%危険率で有意ある,も ,

有意差ないことを示す

2)表中の同一英小文字間には¬崚ンの多重範囲検定による有意差

(5%危険率)がないことを示す

表3 開花時の花高 (cm)

品 種 名
加温電照開始時期

無処理 分散分析
1″8  125  2/22  ψ 2

ｍ
一。

ｍ
。
一〇

100

0 101

ジューンペ′レ    94 ab  99 a  lo1 8  95 ab  76 b
プルーースターー       160     195     208      198     181

カ レーユニホーム 238   244   253   234   212
トップスタープルー 1■2a  l10 a  10,ab 10 1 ab  75 b
マジオ//● -ヽ    266b  "2 ab 390 a  380 a  402 a
ビクシープルー   194b  229 ab %2a  233 ab l10 c
ピクシーホフイト  201b  253a  272a  280a  126c

注 分散外析の結果と表中の同一英小文字については表 2に同じ

栞処理   0 0 0 0
12月 処理   0  0  0 1∞

12月 処理
マジオカ レー  1月 処理

2月 処理

3月 処理

無処

12月 処理
ピクシープ′レー  1月 処理

2月 処理

3月 処理

注 関花率は鉢当たり3輪以上開花した株率
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